
12月議会
厚生委員会で、陳情４件の審査をおこ
ないました
　１２月羽村市議会は５日にスタートし、さまざまな審議がすすめられています。今回は、１１日におこなわれた厚生委員会についてお伝えしま

す。厚生委員会では、市民からの陳情４件の審査などがおこわれ、鈴木議員が出席し、意見をのべました。
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＜見出し＞
６月議会
総務委員会、厚生委員会で市民からの陳情
、条例案の審査をおこないました
中原議員
鈴木議員

陳情、条例案に※を付け、解説を囲みでお
こなう。

＜リード＞
６月羽村市議会が続いています。２１日に
は、総務委員会と厚生委員会がひらかれ、
市民からの陳情５件、条例案１件の審査を
おこないました。総務委員会には中原議員
、厚生委員会には鈴木議員が出席し、意見
をのべました。

＜囲み＞
ことばの解説

「陳情」
市役所や議会にたいして、市民から提出さ
れる要望書です。「請願」とは違い、紹介
議員が必要でないことが特徴です。

「条例」
自治体が定める法です。国が定めるのが「
法律」です。憲法には、自治体は「法律の
範囲内で条例を制定することができる」と
決められています。

＜本文＞
総務委員会
中原まさゆき議員

●「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の延
長に関する陳情
＜陳情内容＞
「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効
期限の延長を求める意見書を採択し、その
実現方について国会、内閣等への働きかけ
をお願いします。

中原議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は在
日米軍基地の整理・再編などにより、そこ
で働いていた労働者が職を失うことになり
、それが特定の地域で多く発生することか
ら、その対策を目的に設置されたものであ
る。
　現在においてもアメリカの国防政策や国
際情勢の影響で、米軍基地での雇用関係は
不安定にあり、ひきつづき同法にもとづく
対策は不可欠である。
　羽村市議会としても陳情で要請されてい
る同法の再延長を求める意見書を採択する
必要があり、本陳情は採択すべきである。

この陳情は、総務委員会で採択されました
。

厚生委員会
鈴木たくや議員

●羽村富士見霊園墓地拡張部分の一般公募
についての陳情書
＜陳情内容＞
羽村富士見霊園墓地拡張部分の利用を一般
公募で行なうべく市に働きかけ願いたい。

鈴木議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　羽村駅西口区画整理地域内のお墓を、ま
とめて富士見霊園に移すことを、羽村市は
「区画整理事業の一部分」としておこなっ
ている。「区画整理事業の一部分」として
おこなっている事業のお金は、区画整理会
計から出されるべきである。しかし、すで
に一般会計のお金で、富士見霊園の工事が
おこなわれているのだから、その部分は「
西口専用」ではなく、一般公募で募集する
ように変更すべきである。以上の理由から
、本陳情は採決すべきである。

この陳情は、厚生委員会で不採択となりま
した。

①西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れは１年のみとし、
平成20年３月で終了とするよう西多摩衛生
組合に働きかけてください。
②西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する説明会を求める陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れに関する一般市民
対象の説明会を開催してください。
③西多摩衛生組合の操業状況を日常的に公
表することを求める陳情書
＜陳情内容＞
西多摩衛生組合の操業状況を広報などで日
常的に公表し、定期的に一般市民対象の説
明会を開催するよう、西多摩衛生組合に要
請してください。

鈴木議員は、３つについて採択すべきとの
意見を述べました
＜論旨＞
①今回の小金井市のごみ受け入れは、「多
摩地域ごみ処理広域支援協定」によるもの
と西多摩衛生組合は説明している。しかし
、私は、小金井市の失策が原因で、広域支
援の対象ではないと考える。
　市民には疑問・不安が解決されないまま
残されている。この声にこたえて対策をと
る責任を羽村市は負っている。すくなくと
も、現在の契約が切れる平成２０年３月で
受けいれを終了するよう、羽村市としても
西多摩衛生組合にもとめていくべきである
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

②西多摩衛生組合は、周辺住民を対象に説
明会を開催している。しかし、周辺住民以
外でも、小金井市のごみ受け入れに関する
疑問・不安の声は大きい。市は、「窓口に
質問に来れば、説明する」という消極的姿
勢ではなく、全市民向けの説明会を開催し
、積極的に市民の声にこたえていく責任が
ある。以上の理由から、本陳情を採択すべ
きである。

③陳情の添付資料にもあるように、西多摩
衛生組合において、故障などは日常的に起
きている。
　ごみ焼却施設は、「危険がともなう施設
」である、との認識を、リアリズムにもと
づいてもつことが、操業者、羽村市、市民
ともに必要である。
　その認識の上に立ってお互いが努力を重
ねてこそ、重大な事故を防ぐことができる
。
　ホームページでの情報公開や定期的な報
告会の開催など、誰もが容易に操業状況の
実態を知ることができるよう、羽村市は西
多摩衛生組合へ要請をしていく必要がある
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

この３つの陳情はいづれも厚生委員会で不
採択となりました。

小中学生の医療費窓口負担を今の３割から
２割に引き下げる条例について審査し、全
委員が賛成しました。鈴木議員は「保護者
の願いにこたえる条例案で賛成。さらに医
療費無料化にむけ努力すべき」と意見を述
べました。

無料法律相談
７月10日午後1時30分よりおこないます。
場所は、共産党羽村市委員会事務所です。
事前に予約が必要です。●●までご連絡く
ださい。

●保険でより良い歯科医療の実現を求め
る意見書採択に関する陳情

＜陳情内容＞

羽村市において保険でより良い歯科医療が行なえるよう求

める意見書を政府に提出していただきたい。

＜大要＞　歯や口腔を健康に保つことは、生涯、食べ物をお

いしく食べ、健康的に過ごせる保証である。しかし、歯周病

の管理や入れ歯の作成などの「診療報酬」が引き下げられ、

国民の健康を守るという政治の役割が投げすてられている。

　また、診療報酬の引き下げは、医師・衛生士などの労働環

境をきびしくし、将来の歯科医療確保にとっても不安材料と

なる。

　適切な医療は、結果として医療費の抑制にもつながる。以

上の理由から本陳情を採択すべきである。

＜この陳情は、厚生委員会で趣旨採択されました＞

厚生委員会

鈴木たくや

●原爆症認定制度の抜本改善を求める意
見書採択に関する陳情書

＜陳情内容＞

原爆症認定審査が、原爆被害の実態にみあった制度に改善

されるよう、国に対する意見書を提出していただきたい。

＜大要＞　「国が原爆症の認定を却下したのは不当だ」と訴

えた集団訴訟で、６つの地裁判決すべてが国側敗訴となった。

　国は、原爆の初期放射線だけを対象にした認定方式に固執

しているが、６つの判決では、遠距離被爆者、入市被爆者に

ついても認定すべきだとしている。

　国は６地裁すべてについて高裁へ控訴しているが、判決と

被爆者の要求を正面から検討し、制度の抜本改善に踏み切る

べきである。

＜この陳情は、厚生委員会で採択されました＞

議員

議員

鈴木議員は採択すべきとの意見を述べました 鈴木議員は採択すべきとの意見を述べました

厚生委員会

鈴木たくや

●後期高齢者医療制度の創設に関す
る陳情書

鈴木議員は採択すべきとの意見を述べました 鈴木議員は採択すべきとの意見を述べました

「陳情」

●市民から、市役所や議

会にたいして、提出され

る要望書です。誰でも出

せ、議員の紹介も必要あ

りません。

鶺鷸
鷽鶫

鵯鶸
鷭鸛

ことばの解説

裏に

続く

＜陳情内容＞

７５歳以上の人を対象にした「後期高齢者医療制度」

において①市独自の保険料補助制度の創設②低所得者

などへの広域連合による保険料減免制度の創設③健診

事業と葬祭事業の従来施策の継続④保険料滞納者への

資格証不発行　を求める。

＜大要＞　来年４月から始まる予定の「後期高齢者医

療制度」はさまざまな問題点をのこしている。

　その一つは保険料について、高すぎること、年金か

ら天引きされること、滞納者からは保険証がとりあげ

られることなどである。

　また、病気の早期発見・治療に大切な役割を果たし

てきた健康診断の有料化、加入者が死亡した時に家族

へ支給される葬祭費が削られる危険性がある。

　陳情にあるように、保険料を低く抑えるしくみや無

料での健康診断の継続など、誰もが安心して受けられ

る医療制度にすべきである。

●福祉人材の確保にむけた施策の充実
を求める陳情書

＜陳情内容＞

福祉人材の確保が図られるよう、職員の賃金・労働

条件の向上や職員配置基準の改善にむけて、羽村市

独自の施策充実と国・都への意見書提出を求める。

＜大要＞　「福祉の担い手はワーキングプア」「介護の

人材が逃げていく」などの報道がつづいている。賃金

の低さ、労働条件の厳しさが理由である。

　民間の調査でも、福祉・介護の担い手は３０歳未満

の若者が中心で、極めて流動化が激しく、多くの人が

賃金が低く自立した生活ができない状態にあることが

指摘されている。

　こうした状況を改善し、福祉人材の確保がなされる

よう、市独自の施策を充実すること、国や都への意見

書を提出すべきである。

　厚生委員会での陳情審査は、採択が１件、趣

旨採択が３件という結果となりました。

　いずれの陳情も市民の暮らしや健康を守るた

めに、大切な指摘と要望がなされており、私は

すべてについて採択すべきとの発言をおこない

ました。

　残念ながら「趣旨採択」となった３件の陳情

について、他議員からは「趣旨はわかるが、そ

れに必要となる予算はきびしい」旨の発言がな

されました。

　共産党が提案している①大企業・大資産家へ

の適切な税負担を求めること、②聖域となり無

駄づかいの温床になっている軍事費にメスを入

れることなど、政治の転換が急務です。

　暮らしや健康を守る政治の役割を充実させる

ために、ひきつづき力つくしていきます。
＜この陳情は、厚生委員会で趣旨採択されました＞ ＜この陳情は、厚生委員会で趣旨採択されました＞

●小中学生の
医療費助成
条例

無料法律相談のお知らせ

来年１月●日午後1時30分より、共産党羽村市委

員会事務所でおこないます。事前に予約が必要で

す。鈴木議員の携帯電話までお申し込みください。

(０８０－１０５８－９４５０)

厚生委員会での陳情審査のつづき

こ う せ い

（ちんじょう）

「趣旨採択」

●通常、陳情にたいして

は、採択または不採択が

決定され、議会としての

意思決定がなされますが、

その中間として「陳情の

趣旨は理解できる」との

理由で決定されるのが趣

旨採択です。

（しゅしさいたく）

(1)

(2)

●委員会での審査を終えて

◆「後期高齢者医療制度」についての質疑の中で、羽村市での平均保険料は、

年額８２，６６０円と推計され、平均国保料の７２，９１２円から大きく値上

げされることがあきらかになりました。暮らしを直撃する改悪をストップする

ため声をあげましょう！


